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論文審査の要旨 

 

腎摘除術後の腎機能低下が心血管系イベントの増加や死亡率に負の影響を与

えることから、術後腎機能の推移を正確に予測することは臨床的に重要である。

一方、腎機能の指標のひとつである eGFR は、血清 Cr、年齢、性別から推定す

るものであるが、日本人にける eGFR の指標としての精度は、GFR 実測値±30％

の間に 75％の症例が含まれる程度である。本研究では 83 例の腎摘除術症例の術

前 CT あるいは MRI 画像と 3 次元画像解析ソフトを用いて、機能的腎実質体積

（FRV）あたりの eGFR（eGFR/FRV）を算出し、eGFR/FRV が正確な腎機能の予

測因子となるかを検証するため、術前 eGFR/FRV を規定する術前の臨床背景因

子（年齢、性別、BMI、高血圧、高脂血症、糖尿病、貧血および蛋白尿）および

術後 3 年の eGFR の推移に影響する因子（年齢、性別、BMI、高血圧、高脂血症、

糖尿病、貧血、蛋白尿および eGFR/FRV）を検討した。結果、FRV と eGFR は有

意な相関を示すが、同じFRVでも個体間でeGFRに差がみられた。術前eGFR/FRV

に影響する有意な因子は蛋白尿のみで、個体間の正常ネフロンと障害ネフロン

の総数の差が原因と考えられた。また、腎摘除術後 3 年における eGFR の推移に

影響を与える有意な因子は、年齢と術前 eGFR/FRV であった。本研究は、日常

診療における術前腎機能評価として個々の患者に有益な診療情報を与える

eGFR/FRV の臨床的意義を明らかにしたものであり、腎機能予測因子として腎摘

除術のみならず、腎温存手術や IVR 治療においても今後の応用が期待できる有

意義な研究と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに泌尿器科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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